
実施主体 長崎純心大学現代福祉学科1年生60名
実施内容 平成25年10月13,14日に長崎水辺の森公園にて活動

①事前に取り組んだ内容
活動の趣旨説明とオレンジリボン運動（www.orangeribbon.jp/ ）のサイトにある、
オレンジリボンの作り方を学んだ。

②実施期間に取り組んだ具体的内容

長崎県福祉保健部こども政策局とともに、児童虐待防止啓発、ドメスティック・ヴァ
イオレンス（DV）予防、妊娠サポート事業などの各種資料を配布した。また、オレン
ジリボンを製作する活動を参加者と一緒に行った。

③「オレンジリボン運動」を終え
ての感想等
○救える命があるなら、多くの
子ども、親を救いたいと思いま
した
○これからの未来、虐待という
ものが減っていくことを心から
望みます
○多くの人に虐待の現状を知
らせ、一人でも多くの尊い命を
救うことができるよう、今後もこ
の活動に参加したい
○将来、児童に関する仕事に
つきたいと考えているので、オ
レンジリボン運動がこれから
もっと多くの人に知っていただ
けるお手伝いをしたい
○不安や悩みを抱えている人
の心のわだかまりを少しでも減
らすことができたら、苦しむ大
人も子どもも少なくなると思い
ました
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